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I はじめに
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前回， 筆者はく研修旅行報告 2) ＝ 『異邦人の使徒の道をたどってJをエフェソスの記述
をもって終えた。今回は，その後の旅程を中心に使徒の旅とわたしの旅とを〈パウロの旅余滴〉
としてまとめておく ことにした。
われわれは，クシャダスに泊まったのだが，実はその前に通常〈哲学の発祥の地〉として知
られるミレトスに立ち寄った。そこから始めよう。
I ミレトスからトロイまで
今日の トルコ西岸地域は，ギリシア語で描き出された哲学や文学に関心を持っている者に
とっては，いわば魂の故郷とでも呼びたい土地である。エフェソスはわれわれに古代の人々の
思いのほか豊かであったに違いない生活の匂いを追体験させてくれるし， ミレトスの遺跡に立
てば，港を出入りする船の幻想とともに，タレースやアナクシマンドロスやアナクシメネスた
ちの存在の根拠を探求する言葉がわたしの脳裏に一瞬木霊するようにも思われた。
真昼のミ レトスはどうしようもない熱暑の中に静まり返っていた。車を降りて野外劇場跡の
方を呆然と眺めているわたしに近づいてくる数匹の犬たちも，みな痩せこけ，首を深くうなだ
れ，力なげに尻尾をゆらゆらと揺らし，長い舌をだらりと垂らしている。摂氏45度になろうと
いう重苦しい暑さの中では，犬までも物憂げである。彼らはまるで夢遊病者のようにふらふら
とやってきて，パスがつくった陽陰に横たわった。
辺りに風の気配はない。淀んだ熱気の中を野外劇場まで歩き，そこから，かつての港跡まで
さらに暫く歩く。そこには一対のライオン像が熱砂に半ば埋もれて悲しく対峠していた。港は
一面の砂の海である。イオニアン ・ストア，ローマン ・パス，ニュンフェウム，わたしも夢遊
病者のようにそれらの跡をさまよった。わたしはここに向かうパスの中でタレースやとりわけ
アナクシマンドロスの言葉を思い起こしていたのであるが，この遺跡の異常な暑さはそれらの
言葉を再び＼思い起こすゆとりをわたしから執搬に奪い取ろうとするかのようだった。
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往時，三頭のライオンは港の入り口にあって多くの船を出迎え，見送っていたのである。パ
ウロがミレ トスに立ち寄った当時は，海岸線は今より35kmばかりも内陸に深く入り込んで、おり，
ラトモス湾を形成していた。湾を挟んで北側にはマイアンドロス川が二手に分かれて流れ込ん
でいた。湾は川が運び込む彩しい土砂によって次第に埋まっていったのである。
エフェソスがカイストロス川の土砂によって海岸線を失ったように， ミレトスもマイアンド
ロス川の土砂によって内陸の都市廃虚になってしまった。しかも，エフェソスはその見事な遺
跡によってわれわれに往時の繁栄を十分に想起させるが，ミレトスはミレトス学派という名に
ひたすら頼るしかない。われわれはベルリ ンの旧国立博物館に行く しか手はないのである。西
側の考古学が行なった諸々の発掘調査や遺品の収集については今日様々な議論がなされ， 返還
運動も繰り広げられているが，，そよとの風も吹かない熱暑の中で一面の砂原の港跡を眺めて
いると，現在トルコ圏内の遺跡で進められている修復のあり方がいいとは決して言わないにし
ても，文明を先に手にした者たちの横暴を思わずにはいられない。
パウロは第三回伝道旅行の際ミレトスにも立ち寄っている。 使徒言行録20: 15-38にその時
の模様が記されている。パウロはエフェソスの野外劇場での騒動が収まった後，使徒言行録20
章官頭の記遮に従えば，マケドニアに渡り，次いでギリシアで三ヶ月を過ごしてから，シリア
州に船出するという当初の予定を急遁マケドニア経由に変更した。ルカは変更理由として くユ
ダヤ人の陰謀〉説をあげている（20: 3）。そしてパウロたちは除酵祭の後，フイ リピを出航し，
トロアス， アッソス， レスボス島のミュティレネ，サモス島を経てミ レトスに到着したのである。
ミレトスを訪れた日の夜は，まばゆい白さのプライベート・ピーチを持ったホテル ・ファ ン
タシアが宿だ、った。汗と砂挨で汚れたわたしにはまるで似付かわしくない豪華なリゾー ト ・ホ
テル。前日まで蓄積していたわたしの疲れは一夜で嘘のように退いた。
エフェソスの遺跡と博物館を訪れた後，イズミールに行った。町全体を見おろす高台にアレ
クサンドロスの城塞跡がある。付近一帯はクルド人の居住区域で， 登っていくわれわれに子供
たちが群がって来て 「フォト， マネー」を呪文のように繰り返し連発する。髭の男がそれをた
しなめる。ふと， （民族の悲劇〉という言葉がわたしの頭をよぎる。湾岸戦争の際にイラクか
ら国境を越えてトルコに入ったクルド難民の姿は記憶に新しいし，イラクが使った生命科学兵
器によって壊滅させられたクルド人の村の惨状もわれわれの脳裏に焼き付いている。 豊かな文
芸や音楽文化を持っていた彼らクルドの人々から徐々に民族の誇りを奪い取って来たのは近代
国家という魔物であり， 資本主義経済という魔物であった。
城塞跡でわたしのまわりに群がる子供たちから少し離れて， 一人無口な少女が風に吹かれて
立っていた。澄んだ瞳のどこか遠くを見つめているような少女だ、った。 折りからの逆光が彼女
の頬の産毛とほとんどブロンドに近い髪の毛を黄金色に透かして見せていた。彼女の瞳を見て
いたわたしは， 二年前にエジプトのヌエパで出会った少女を思い出した。公園の垣根を挟んで
わたしは少女にカメラを向けたのだが，じっとレンズを見つめる彼女の瞳はやはり澄んでいて
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どこか遠くを見つめているようだ、った。
イズミールは古代名スミュルナ。 黙示録の七つの手紙の名宛教会の所在地のーっと してエ
フェソスやペル力、モン（現在のベルガマ）などとともに現れる。殉教者ポリュカルポスが司教
をしていた町。そしてイグナティオスが四つの手紙を書いた町。しかし，何と言つでもあのホ
メーロスの生まれ故郷である。『イー リアス』 に 『オデユツセイア』。西欧文学の， いや世界文
学の母。彼がこの世に生まれていなければ円い眼鏡にちょび髭のわれらがジェイムス ・ジョイ
スも生まれなかった。そうすれば，ダプリ ンもただのダブリ ン。アナ・マリア ・ブルーラベル
もいない。われらが手にする文学の豊鏡も風船が萎むように萎んでいたのだ。
さて，ベルガマである。古代名ペルガモンは 〈羊皮紙） の語源となった。事典の復元模型の
写真を見ると，「ヘレニズムの都市プランの中でも最も美しい例Jと言われるのも領ける。わ
れわれが見たのはハドリアヌス帝の神殿の一部， 劇場，上のアゴラ等である。アテナ神殿や図
書館跡にもわたしは件んだ。しかし，今はすべて廃虚である。劇場の下に延々と続くテラスも
ヘラ神殿もトラヤヌスの神殿もディオニュソスの神殿もアッタロス王家の宮殿もゼ、ウスとアテ
ナ・ニケポロスの祭壇も倉庫も塔も兵器庫もすべて失われた。ゼウスの神殿は今はベルリンの
ペルガモン博物館に復元保存されている。そういえば，ミレ トスの栄華を偲ぶためにもペルガ
モンの麗しさに出会うためにも，われわれはベルリンに赴かねばならない。
ペルガモンは西洋医学の父とも言うべきガレノス （紀元後二世紀） の故郷でもある。彼は，
イスラム圏や中世ヨーロッパに多大の影響を与え，と りわけ後者の諸大学において医学の教科
書として絶大な権威を長く保持し続けた。
山上のペルガモンの遺跡から麓に降り， アスク レビエイオンの聖なる道に立つ。治癒神アス
クレピオス。初期キリスト教が地中海世界に広まっていく過程で，一時期競合関係にあったギ
リシア世界で広く信心の対象になっていた神である。ここは古代世界の三大治療施設の一つに
数えられたといわれる。他の二つはギリシア本土のエビダウロス， そしてエーゲ海の南に浮か
ぶコス島である。 何れにしても，病気治しは古代世界に限らず今に至るまで，洋の東西を問わ
ず宗教の極めて重要なファクターである。ルルドの大群衆を知っているわれわれは往時のアス
クレピエイオンの賑わいを想像することができるだろっ。 あの円形の治療院の跡に伶めば，そ
こをかすかに流れる空気に病を得た人々の気配をふと感じたりもする。ペルガモンの麓から一
直線に続くかに見える聖なる道は，治癒への強烈な願望を抱きながらここを訪れた移しい人々
の想いを今に伝えているのである。
われわれのパスは右にオリーヴの樹々，左にエーゲ海を見ながら北上する。それにしても ト
ルコ西岸地域はまことにオリーヴが多い。
ヘレニズム時代のものとしては最も保存状態のいい城塞が残るアッソスに立ち寄る。城塞の
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傍らでは発掘作業が行なわれていた。ローマ時代の見事な石畳が海の方向に続いており，先は
恐らくかなり急な坂道になっている。 ここも高台の町なのだ。目を凝らすと，海の向こうにレ
スボス島が微かに煙って見えている。サッフォーの島レスボス。二千五百年あまりを生き続け
るこの閏秀詩人の名はあまりに高いが，今に残る作品は 「アフロデイーテー鵡歌J以外はすべ
て断片という無惨さである。作品の九割かたが失われたと言われるが，その責任の大半は「愚
かなキリスト教徒」である。
何人かの土地の人に尋ねた後，強い風の吹きすさぶ正の上からようやく古代のトロアスの港
を眺めることができた。港の跡は今は砂州で塞がり，まあるく閉じて，赤く淀んだ沼のように
なってしまっていた。誰かに教えられなければ，ここがかつて多くの船で栄えた港の跡とは思
うまい。
時は栄華を欲しいままにした都市をテルとして残し，栄えた港を或いは沼にし或いは跡形も
なく押し流す。正の上では風だけが変わることなく野辺を吹き渡り，枯れた野の草たちを吹き
殴っている。崖っぷちに枯れた姿を晒している野の草たちは 疲れてパスに急ぐわれわれとは
違って遥かに毅然として見えた。
パウロは第二回伝道旅行の際， トロアスからサモトラケ島，ネアポリスを経てフイリピに赴
いた。彼をこの旅に駆り立てたのはトロアス滞在中に見た幻であった。その中で一人のマケド
ニア人がパウロに助けを求めていたのである。
さきに触れた通り，パウロは第三回伝道旅行でも トロアス再訪を果たしている。
さて，パウロはエルサレム会議（48/49）の席上，異邦人の使徒としての自分の役割を確認し，
同時に貧しい者たちのことを忘れないという点でエルサレム教会側の出席者と合意した。 この
〈貧しい者たちのことを忘れない〉は，具体的には異邦人の諸教会がエルサレム母教会を経済
的に支えるために拠出する献金を指している。ところで，これにはデイアスポラ・ユダヤ教の
背景があり，とりわけ第二神殿時代にはディアスポラ ・ユダヤ人が毎年半シェケルの神殿税を
定期便で送ることが制度として定着していたと言われている。これは，彼らが信仰共同体とし
てエルサレム神殿と堅い粋で結ぼれていたことを表すものである。あらゆるユダヤ人にとって
神殿が存在するエルサレムは中心である。エルサレムを中心に据えた信仰共同体としての（神
の民〉の強い連帯意識は〈へブル人の中のヘブル人〉という自己認識に燃える使徒パウロにも
自然に継承されている。
ユダヤ教における慈善的な業の重要性についてはっとに知られるところであるが，パウロも
この母なるエルサレム教会に対する献金に関してEコリント8章で、語っている（献金それ自体
の意味づけは9章でなされる）。そこには，「惜しまず豊かに蒔く人」，「喜んで与える人」，「善
い業」，「慈しみ」，「奉仕の働き」，「奉仕の業Jという言葉が現れる。
この献金についてはローマ15章でも触れられている。「マケドニア州とアカイア州の人々が，
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エルサレムの聖なる者たちの中の貧しい人々を援助することに喜んで同意した」と述べた後，
パウロは異邦人キリスト者の 〈献金の義務〉について，「異邦人はその人たちの霊的なものに
あず、かったのですから，肉のもので彼らを助ける義務があります」と記す（15: 26f.）。デイ
アスポラ・ユダヤ人のエルサレム神殿に対する信仰共同体としての強い連帯意識が，ここでは，
エルサレム母教会に対する異邦人キリスト者の献金の義務としての連帯意識に拡大して理解さ
れている。
これらマケドニアとアカイアの諸教会の献金を持参した人々がパウロたちを待ち受けていた
のもトロアスであった。この時パウロたちは七日間そこに滞在したのであるが，出発前日の共
同の食事で、のパウロの話は夜中まで続いた。その時のエピソードとして伝えられているのがエ
ウテユコスという青年の話である。彼はパウロが話していた三階の部屋の窓辺に腰掛けてパウ
ロの長い話を聴いていたのであるが，あまりの長さについうとうとと睡魔に襲われ，そのまま
窓から落下してしまったのだ、った。青年が死んで、しまったと早合点して騒然となる人々を制し
て，パウロはエウテュコスを抱き抱え「騒ぐな，まだ生きている」と言って， 再び階上に引き
返し夜明けまで話し続けた。
その後，彼の同労者たちは船でアッソスに向かい，パウロは一人アッソスまで徒歩旅行をし
た。彼はそこで同じ船に乗り込み，船はレスボス島のミ ュティレネ，サモス島，ミレトスと巡り，
最終目的地のエルサレムを目指したのである（使徒言行録20: 4 -16）。
夏のトルコは夜七時でも太陽の光が肱しい。西陽が長い影を作り，辺り一面の空気を金色に
染める中，われわれはトロイに着いた。褐色の木馬が観光客を出迎えている。既に三十分も定
刻を過ぎているのだが， トルコの係員はそれでも遠来の客を快く迎えてくれる。訪れた人 は々，
まずは梯子のような階段から木馬の腹に吸い込まれ，また吐き出されてくる。紺のTシャツ
を着たすらりとした少女が降りてきた。ふくよかで健康的な胸の膨らみが， 紺地に金色の輪郭
となって微かな風をおこしていく。入れ替わりにわたしも馬の首のところまで、登ってみた。
遺跡は噂に違わず見事である。それにしても素晴らしい場所だ。立地条件といい，自然環境
といい，これ以上は望めまい。周囲は緑なす豊かな大地。今は，田園のそこここに樹々が点在し，
おそらく古代においては遥か彼方にダーダネルス海峡を望めたのではあるまいか。360度ゆっ
くりと自分の身体を巡らし，再びその海峡の方をじっと眺めていると，西陽の強い黄金色の光
を浴ぴて輝く金緑色の野のせいか，わたしの心が豊かに落ちついてくるのが分かる。ここを初
めて発掘したH・シュリーマンも発掘に着手する前に，既にこの場所自体に感激していたに違
いない。ここは， ｛宇むだけでその人を変えてしまう不思議な力を内包する土地なのかも知れな
し＇o
宿泊地チャナッカレに向かうパスは，途中真っ赤に熟したトマ トを満載した大型トラックを
追い越した。われわれ軟弱な日本の都会人が口にするく桃太郎〉などというトマトもどきとは
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異なり，酸味と甘味とあのトマ ト臭さを薄皮の下にしっかりと封じ込めた トマトだ。 1kg400 
トルコリラ。日本円にして約8円。 4個で298円などという法外な値段に慣らされてしまって
いる日常感覚が一瞬粉々に砕かれる。ついでに言えば， トマトや茄子はトルコではまさに万能
野菜である。
I イスタンブール
チャナッカレからフェ リー ボートでパスごとダーダネルス海峡を対岸のヨーロッパ大陸に渡
り， 一路イスタンブールを目指す。 船上では，みやげ物売りの行商のおばさんが商売に余念が
ない。七一八歳くらいの息子を交えた乗客とのやりとりはさながら短いコン トの連続であった。
愉快で少しばかり悲しげなコントをひとわたり見終われば そこはヨーロッパであった。
フェリーは西の大陸に接岸し，再びわれわれはパスに揺られる。時に，右側の海には幾隻も
の漁船が浮かび，左側には，ひまわり畑，トマト畑，麦畑，オリーヴ畑が延々と続く。映画 『ひ
まわり』のワン ・シー ン， 一面のひまわり畑を思い出す。マルチェロ・マストロヤンニ，ソフィ
ア・ローレン，そしてリュドミラ・サペリーエワだ、っただろうか。映画に足繁く通った青春の
一時期が蘇ってくる。人にはみなそれぞれに青春があり，そしてみなく思えば遠くへ来たものだ）
と感慨に浸る瞬間がある。右を見れば相変わらず穏やかな海， 左はやはりまだひまわり畑であ
る。
ギリシアに渡る前に，われわれはアジアとヨーロッパに跨る魅惑的な都イスタンブールに泊
まり， ブルー・モスクとアヤ・ ソフィ ア，グランド ・バザールとエジプト ・バザール，それに
トプカブρ宮殿に行った。 ものの本によれば，ブルー ・モスクはかつてはメッカ詣での巡礼者た
ちの出発点だったという。内部を飾る青緑色のタイルの美しさがその名の興りというが，何重
にも敷き詰められた誠苗とイスラムならではの幾何学紋様の移しいステン ドグラスから漏れ入
る陽の光，それに中央ドームから吊り下げられた四重の巨大な同心円状の輪につけられた無数
のランプ，それらが醸し出す独特の雰囲気は壮麗でもあり，また幻想的でもある。例外的に六
本のミナレットを配したこのモスクは，大小の ドー ムや多くの半円ド ムーからなっており， 灰
色の外観といいその圧倒的な量感といい， まことに見事である。
アヤ・ ソフィア。〈聖なる知恵〉。 この地に最初に教会が建てられたのは，コンスタンテイヌ
ス帝の時代だ、った （紀元後325年）。アヤ・イリニ 〈聖なる平和〉教会である。アヤ・ ソフィア
はこのアヤ・ イリニのそばにコンスタンティヌスの息子コンスタンティウス帝によって建てら
れた（360年）。その後民衆の暴動の際火災で焼け落ちた（404年）。再建はテオドシウスE世の
手になる （415年）が， それも再び〈ニカの内乱〉で、焼失した（532年）ため，ユスティニアヌ
ス帝が五年の歳月をかけて巨大な教会の再建を成し遂げた（537）。その時の真冬の落成式での
皇帝の言葉「ソロモンよ，わたしはおまえに勝った ！」は， しかし， 二十年後に大きすぎた中
央ドームの崩落で脆くも崩れさった。 ドー ムの位置を上にあげ，さらに小さくして再度の完成
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を見たのは，既に皇帝の晩年であった。再び真冬に皇帝は二度目の教会献呈の式典を挙行した
(563年12月24日）のであった。
アヤ・ソフィアの入り口を入ってすぐの所にあるモザイク（10世紀）の聖母子の両脇に，そ
れぞ、れコンスタンテイヌス帝がアヤ・ソフィアを，ユスティニアヌス帝が城壁に固まれたコン
スタンテイノポリスを聖母子に献呈している場面が描かれているのは，以上のような経緯が
あってのことである。
その後，約五百年におよぶモスクの時代を経て，改築・修復の試みは何度となく繰り返され，
十九世紀半ばの大規模な修復工事の後，今世紀にはトルコ建国の父アタチュルクによって博物
館に変えられた（1935年）。それによって，モザイクの修復や科学的調査が可能になったと言
われる。
後陣（アプス）の半円ドームの下の部分にはさらに三つの半円ドームが並んでおり， その中
央の ドー ムには幼子イエスを膝に抱いた有名な聖母子のモザイクがある。さらに幾重にも折れ
曲がる石畳の坂道を上り詰めた廻廊には， 中央にキリス ト， 左右にそれぞれ聖母，洗礼者ヨハ
ネを配した 〈デイシス〉（請願図）をはじめ幾つかのモザイクが残っている。中央ドームを支
えるアーチの脚部の所には大天使ガブリエルの像が描かれている。ケルビムやセラフイムのよ
うに翼を何枚も持った姿である。その他，イグナテイオスやヨハンネンス ・クリユソストモス
のモザイクもある。
グランド ・バザール（カパル・チャルシュ＝トルコ語で （屋根っき市場〉） はイスタ ンブー
ルの顔だ。ここは，イスタンブールがヨー ロ ッパとアジアを結ぶ交易路の結節点であることを
改めて実感させてくれる場所だ。オリエン ト世界とも結ぼれていたのだから，それは同時にア
フリカ大陸と結ぼれていることでもあり， 黒海を擁することからも分かる通りスラヴ世界とも
結ぼれている。まさに世界中の有りとあらゆる品物がここに集まり，再びここから世界に向け
て送り出される，と言っていいだろう。「絹の道」も「香料の道」も「陶磁の道」もイスタンブー
ルを通る。薄暗いノfザー ルを歩く。銅製品の土産物屋，縮瞳屋，鞄屋，布地屋，赤や金の縞模
様も目に舷しい靴屋，ウードやサーズなどの楽器がたく さん店先にぶら下がっている店，そし
てそこだけ別世界のよう に金色の光に包まれた貴金属商の通り。
わたしは以前からサーズを欲しいと思っていた。しかし， この先ギリ シアに行くのである。
梓の長さや胴の体積に少しばかり怯んで，サーズをあき らめ二回りほど小振りのジュラを買っ
た。サーズはトルコやアゼルパイジャン，そしてクルドの人々の代表的な民族楽器だ。洋梨型
の胴に長い梓がついており，二弦ずつ三連合わせて六弦を小さなピックで弾く援弦楽器である。
店員の青年のデモンス トレーションはさすがに様になっていた。
一方，エジプト・ バザールは市民の台所である。何と言ってもここは香辛料＝スパイスであ
る。胡椴にコリアンダーにターメリック，シナモンにクローブにミン ト。いやいや日本語で何
と言うのかさえ見当がつかない数十種類の香料が店内に所狭しと並べられている。 店頭で鼻を
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ついたのは天然のナフタリンであった。それらが塊で麻袋から顔を出していた。その横にはキ
ナ・へンナという緑褐色の粉がやはり麻袋に入れて売られていた。語日合わせで 〈変な黄粉〉
と覚えたのだが，これは手を染める染料として女性が使う粉である。
お菓子屋さんもなかなか楽しい。 ロクムが代表格だろう。わたしには少し固くなった胡桃餅
といった感じがする。もちろん， 甘さはトルコ菓子だから半端じゃない。飲酒が禁じられたム
スリムの世界，男たちは甘さに刺激を求め，甘さに酔いしれる。砂糖ぬきのチャイ （茶）が欲
しいところだが，チャイ専用の小さなグラス＝チャイ・フインジャヌに注がれるチャイには決
まって角砂糖を二個は入れることになっている。甘党には蜂蜜がび、っしり詰まった白い密鎖の
蜂の巣も堪えられない逸品だろう。 何層にも堆く積み重ねられ，蜜がi商る蜂の巣は壮観である。
N ギリシア
早朝だというのにイスタンブー ル空港はいつも通りご、った返していた。ポーターに預けた
スーツケースが空港内に入ってくるまでにも信じられないくらいの時間を要した。セキュリ
ティー ・ チェックの場所も手順も見事に時間の浪費を促していた。われわれの焦りを余所に時
間はゆったりゆったりと流れていく。
イスタ ンブールから入るとアテネは南ヨーロッパそのものだ。陽射しも空気も人々の気分も
そして服装も底抜けに明るいのがいい。われわれは町の気さく なレストランで烏賊のリング揚
げにサラダの昼食を食べた。久しぶりの海の幸である。 レモンティ をー飲んだ後，隣の銀行で
博物館見学に備えて両替をする。ドラクマで図録を買うためだ。表にアレクサン ドロスの横顔，
裏にマケドニアン ・スターが浮き彫りにされた三千年記念硬貨も数枚まじっている。
まずは国立考古学博物館である。わたしが見たかったのは第一に赤絵（赤像）式 ・黒絵（黒像）
式の陶器コレクションである。神話の様々な場面やホメ ロースの叙事詩の場面などが描かれた
素晴らしい査や皿などを集めた 2Fのいくつかの部屋だ。あとはミュケーナイやキュクラデ
スやアルカイック期のもの。そして墓碑彫刻に 〈アフロディーテーと牧神パンの像）や多くの
オイル ・ランプのコレクション。 中でもオテゃユツセウスが自分の身体を船の帆柱に結わえ付け
させ，目をしっかり と見開いてセイレーンの魅惑的な調べに身を任せている場面を描いた小振
りで縦長の査を見つけた時は，心が踊った。
次いで， アレオパゴスの丘を従えたアクロポリスである。 ブーレーの門をくぐって階段を登
る。すると聖なる道を挟んで右にパルテノン神殿の偉容が，左には優美な女性像の六体の柱が
並ぶエレクテイオン神殿が視界に飛び込んでくる。聖なる道を通り， パルテノンの裏手にある
アクロポリス博物館を目指す。ここには， 〈仔羊を担ぐ男〉，採色が一部淡く残るアルカイック ・
スマイルの代表作コレ（乙女）像，アテナ女神の知恵のシンボル＝棄の小さな代理石像，オイディ
プス王の物語を想起させる何体かのスフインクス像，それからわたしがこよなく愛する （サン
ダ、ルの紐を解くニケ像）がある。このニケ像は，サンダルの紐を解くために直角に曲げた右脚
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の腿を水平にまであげ，上半身を少しひねり気味に前に屈めて，右手の指先を今まさにサンダ
ルの紐にかけようとしている，不安定であるが動的な一瞬をものの見事に浮き彫りにした代理
石像だ。半透明に肌が透けて見えそうな薄い衣のリアルな襲は，現実以上に胸の膨らみや胴の
くびれを艶かしく見せている。傑作である。
アクロポリスの南斜面を利用して，博物館の真下にデイオニュソス劇場がある。背後に緑の
木立が残り，手前にモザイクの床面がく っきりと浮かぶ。聞にアスクレピオスの聖域を挟んで
ブーレーの門の脇にあるのがヘロデス・アッテイ クス音楽堂である。修復されたお陰で現役の
野外音楽堂だ。真夏のアテネ・フェステイヴァルのメイン会場として，ギリシア悲劇をはじめ
管弦楽やオペラ，バレーなどが毎年ここで演じられるという。
パウロ縁の場所は，周知の通りアレオパゴスの丘である。アクロポリスの丘に登る前に， 無
数の巡礼者の靴底でてかてかに磨き上げられたこの丘に苦労して登った人も多いのではあるま
いか。この正はアクロポリスの丘から一望の下に見おろせる。
使徒言行録17章にアテネでの出来事が記されている。パウロはこの町に余りに偶像が多いこ
とに憤慨し，シナゴーグでも広場でも人々と議論していたが，そんなある時， 討論の相手であっ
た哲学者たち（福音書記者ルカはエピクロス派， ストア派としている）がパウロをアレオパゴ
スに連れて行って，あなたが説いている新しい教えが一体どんなものか，その意味するところ
を聞かせて欲しい，と頼んだのだった。元来のアテネ人も在留外国人も新奇なことを話したり
聞いたりすることが当時何よりの娯楽だったのである。
パウロは大勢の聴衆に向かつて言う。アテネ市民が信仰深いことをわたしはよく心得ている。
しかし，道を歩きながらわたしは「知られざる神に」という祭壇の刻銘を発見した。だから，
わたしは皆さんが知らずに拝んで、いる神をお知らせしたい。このように言って，彼は創造者で
ある神を語り，この神がご自分が選んだ方を復活させたのだ，と説いたのだった。しかし，ア
テネ市民にとって（死者の復活〉は理解を越えた笑うべき愚かな主題であった。ある者は瑚笑
を隠さず，ある者は「そんな話はまたの機会にしようじゃないか」と言った。 パウロは敢えな
くアレオパゴ、スを立ち去らざるを得なかったが，その時彼に就き従った者も僅かながらおり，
アレオパゴスの議員デイオニュシオスとダマリスという婦人の名が特にあげられている。
ちなみに，ここに出るデイオニュシオスという議員の名は後のキリス ト教思想史，とりわけ
キリスト教神秘主義思想の歴史の原動力となって行く文書群の著者名としてシリアの匿名の修
道僧によって利用されることになる。これがいわゆる偽デイオニュシオス（Pseudo-Dionysios),
デイオニユシオス文書 （CorpusDionysiacum）と呼ばれる文書群だ。古代末の新プラトン主義
的思想風土の中でプロクロスの圧倒的な影響下で成立したことまでは今日確認されている。 思
えば，頗る出来の悪いわたしの学部時代の卒論は，この文書群の代表作 『神名論J第W章との
悪戦苦闘の中から生まれたものだった。
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アテネ空港からテサロニケ空港に飛ぶ。マケドニア地方のガイドはジョルジュ。わびしい口
髭をはやし，帽子を少し斜めに被った，お腹だけは年相応に出た痩せたじいさんだった。ああ，
ジョルジ、ユ！若い頃は女ったらしの鼻持ちならない気取り屋だ、ったんだろうな，あんたは！ 暇
さえあれば口髭を撫で，茶色の革靴を磨いては帽子を被り直していたものだ。半袖のシャツは
しっかりとボタンを上から二つ外して，誰も見たくもない胸をはだけで。それはないだろう，
ジョルジ、ユ！
昼食後，ホテルの部屋で午睡をむさぼり， 三時過ぎにテサロニケ博物館に行く。規模こそア
テネ国立博物館に及ばないが，収蔵品の質においては十二分に比肩し得る優れた国立考古学博
物館である。ガイドブックには， トルコ支配からギリシアが解放された後初めて建てられた博
物館だと記されている。 1912年だそうである。
今から三十年ほど前，テサロニケとカヴァラを結ぶハイウェイ建設の際，テサロニケ郊外約
lOkmのテeルヴェニで紀元前回世紀の墓群が発見された。これは後にヴェルギナでなされる発掘
の先駆けとなるものであった。デルヴィニでの最大の発見は，何と言ってもサテュロスたちゃ
マイナデスたちを従えた酒神デイオニュソスとアリアドネの浮き彫りも鮮やかな金色に輝く ブ
ロンズのクラテルである。薄衣をまとったアリアドネの膝に自分の右膝をかけた裸身のディオ
ニユソスがいる。マイナデスたちはみな胸も露に，ある者は互いに絡み合って踊り， ある者は
勃起した男根を突き出したサテュロスの前で身を翻しながら悦惚の中で踊っている。そして彼
らの頭上を葡萄の蔓が這い， クラテルの肩のところにはマイナデスたちが或いは手を差し伸べ，
或いは微睡んで、腰を下ろしている。 鳥もいれば獅子もいる。取っ手にはヘラクレスの顔も見え
る。紀元前330年の作だそうである。このクラテルに浮き彫りされたサテュロスは，初期の動
物的で激しい活力譲るグロテスクな姿 （山羊の耳，角，脚に，発達した腹，尻，巨大な男根を
備える）とはほど遠く，肩の辺りに毛皮の衣が翻っていたり，頭髪や髭がそれらしく波打って
いたり，男根が勃起していたりするからサテュロスだと分かる程度の上品さである。男根だっ
て勃起はしているが決して大きいとは言えない （ギリシア各地の土産者屋にあるサテュロス ・
グッズに比べればむしろ微笑ましいく らいの 〈小さき〉である）。
一方のマイナデスたちはデイオニュソスに就き従う狂信の女たちで，神への熱狂，（神との
一体）の表現形態である悦惚＝陶酔を擬人化したものとされる。欲情に駆られたシレーノス（山
野の精）たちの手を逃れて， 髪を振り乱しながら問酔のうちに，肌も露に乱舞する彼女達の姿
は前六世紀半ば以来ギリ シア美術の最も人気のある主題の一つだったと言われる。
さらにヴ、エルギナの墳墓から発見された金の植がある。 周囲は植物紋で装飾され， 蓋の中央
に放射状に十六本の光線を配した大きな星 （マケ ドニア王朝の紋章マケドニアン ・スター）を
あしらった箱で，内部にアレクサン ドロス大王の父フィ リッポスE世の遺骨が収められていた。
別にガラスケー スの中に展示されていた王の遺骨を見たが小男のものであった。歴史上王が小
男だったケースは少なくない。
そして，この世のどんな冠より も華やかな樫の葉と実をデザインした金の冠， 日々草をデザ
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インした幾つかのやはり金の冠，墓の石碑，戦闘の場面の精綴な浮き彫りを施した矢筒飾り，
鎧に甲に臆当てなど，あげれば切りがない位の宝物の数々，国宝級が館内を埋め尽くしている。
テサロニケは，現存するパウロの手紙では最初のもの＝テサロニケ人への第一の手紙 （後50
年末一51年）の名宛教会所在地として先ずは記憶されるべきであろう。パウロが当地を訪れた
のは第二回伝道旅行の途時であった。 その時彼はシラスを伴って，エグナテイア街道を通り，
フィリピからアンフイポリス アポロニア経由でここに入った。彼は安息日三度にわたってユ
ダヤ人と論じ，イエスのメシア性と復活を論証し，神を畏れる多くのギリシア人や相当数の主
だった婦人たち，さらにはユダヤ人の中にも信仰に入る者が現れた （これがいわゆるテサロニ
ケ教会の基礎である）が，それを妬ましく思ったユダヤ人グループが街のならず者を巻き込ん
で暴動を起こし，員潰しにパウロを捜すが，彼らは徒に街を混乱に陥れただけで，目的は達せ
られなかった。 一時捕らえられたのは彼らに宿を提供していたヤソンたちであった。パウロと
シラスは夜のうちにペレアに向けて送り出されて難を逃れた。
翌日，われわれはパスでフィリピに向かう。豊かな田園風景の中，弾丸道路をハイスピード
でパスはひた走る。紀元前168年にマケドニアはローマ人の支配下に入る。そして同146年には
コリントスも破壊し尽くされ，古代ギリシアの歴史は幕を閉じる。この時以降ギリシア人は自
らをギリシア人とは呼ばず 〈ローマ市民〉と呼ぶよ うになったと言われる。フィリピも前42
年にアントニウスの手で正式にローマの植民都市になった。住民は当然（ローマ市民）として
の自覚を持っていたはずだ。宗教的には皇帝礼拝のみならず，エジプト，ギリシア，小アジア，
イタリ ア等，多くの異教の神々の礼拝が並存していた。
フイ リピは，先に触れたフイリ ッポス E世によって前356年に建設された都市で，ヨーロッ
パで最初にパウロの宣教を受けた土地でもある（後50年）。パウロ一行はトロアスを船出して
ネアポリスに着き，そこからフイリピに入った。数日間滞在したが，安息日に彼らは「祈りの
場所があると思われる川岸に行った。」そして，集まっていた婦人たちに話をしたが，その時
熱心にパウロの話に耳を傾け家族とともに洗礼を受けたのが， 小アジアのテュアテイラ出身の
紫布商人リュデイアという婦人であった。彼女はフイリどにおけるパウロ一行の宿をも提供し
た。その際，ルカは彼女が無理強いして一行を自分の家に泊めさせた， というような書き方を
している。
われわれも小川の畔に作んだ。清らかな流れであった。 せせらぎの音も軽やかで、，ノj、魚、が群
れ遊び，黒羽の瑠璃色糸騎蛤もひらひらと舞っていた。 祈り を献げるにはふさわしい場所だ。
われわれも当該の聖書箇所を読み，一時祈った。
その流れからほど遠くないところに新しくリュデイア洗礼堂が建っている。ちょうど近郷の
農家の人々が着飾って大勢やって来るところだ、った。トルコの農民とは比べよう もなくみな小
締麗な身なりをしている。カメラを持った人。大きなヴイデオ・カメラを構えた男。賑やかな
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子供たち。モデルかと見粉う若い婦人。顔に年齢を深々と刻み込んだ老夫婦。
向こうの方から薄汚れた黒衣を着た初老の司祭がやって来た。堂の中央にある円い大きな洗
礼盤には既に水が入っている。入り口の階段の所で祈りが始まった。幼女が母親に抱かれて大
きな目を見開いている。祈りがひとわたり続いた後，若い司祭が洗礼盤の所で洗礼を授け始め
る。水の中に香油を入れ，少しかき混ぜてから件の裸の幼女を母親の手から受け取り，香油が
散った水を何度か彼女の身体にかけてやった後，ざぶんとやるわけである。元気よい泣き声が
堂内にこだまする。周りのものはみな晴れやかな嬉しい笑顔だ。大きく見開いた不安げな瞳で
司祭を見上げるわが娘を抱きながら，優しく見守る若く美しい母親の嬉しそうな眼差し。いい
光景であった。
フイリピの遺跡に行く。広いフォールム（公共広場）が見える。われわれは階段を降りて遺
跡の平面まで行くのだが，降りてすぐ右手に（via egnatia）と彫られた石が地面に置かれている。
それは轍の跡がはっきりと残る石畳の上に載っている。 距離はほんの僅かではあるが，それで
もエグナテイア街道の紛れもない一部だ。東方とローマを結ぶこの街道はローマ軍のアジアへ
の移動を容易にすべくローマ人によって敷設されたものだ。しかし 当初の目的は軍用路だ、っ
たのである。しかし，古代世界でこれだけの道路が純然たる商用路という ことはまずあり得な
いであろう。今日に至るまで，〈平和〉は 〈ローマの平和） (Pax Romana）同様結局は力によ
る平和で、しかなかった。大国の力によって弱小民族の自己主張が封じ込められている限り，見
せかけの平和は続くが，いざ大国の力が衰えると，それぞれの民族が一斉に自己主張を始め戦
乱が再開される。歴史は悲しいかなこれを繰り返してきたのである。
われわれは列柱廊（ポルテイコ）の復元された列柱を背後にしたショッピングセンターを見
た。ここで，フィ リピ市民は望むときに食料を何でも買うことができた。さらに，後六世紀の
教会跡（パシリカ Bと呼ばれている）も見た。柱頭には魚の浮き彫りがある。よくしられて
いるように魚はギリシア語で くIX 8 Y ヱ＞だが， 同時にそれは （イエス・キリスト，神の子，
救い主）の頭文字を並べたものでもある。初代教会において，魚、はイエス ・キリストを指示す
る象徴だったのである。カタコンブなどにもよく魚、の線刻があるのはそのためである。
遺跡には，その他洗礼用のプールもあったし，他の遺跡でもお馴染みの水洗トイレもあった。
振り返ってみると，遺跡の背後にはアクロポリスが準えている。パシリカBのある遺跡を後に，
現代の道路を横断し，パウロが収監された石造りの牢屋跡を覗き， アクロポリスの麓にある教
会跡（パシリカ A）を訪ね，さらに裾野を迂回して前回世紀の町の創建時に遡る劇場跡まで足
をのlました。
牢屋のことは，使徒言行録16章後半に描かれている。パウロとシラスたちはわれわれも訪れ
た〈祈りの場所〉に行く途中， 占いの霊に取り愚かれた女奴隷に出会った。 彼女は占いによっ
て莫大な利益を主人にもたらしていたのだが，来る日も来る日もパウロたちの後をつけ回し，
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「この人たちはいと高き神の僕で，皆さんに救いの道を宣ベ伝えているのです」と叫び続けて
いた。ある日，パウロは余りのしつこさにたまりかねてイエスの名によって，彼女に取り患い
ている霊に命じ，彼女の霊を絞った。
収入源を絶たれた主人はパウロとシラスを捕らえ，彼らを高官に訴え出た。 群衆もそれに荷
担したので，二人は衣服を剥ぎ取られ何度も鞭で打たれた上，木の足柳を填められて牢屋に投
げ込まれた。牢屋には厳重な監視がつけられた。真夜中，二人がちょう ど賛美の歌を歌いなが
ら神に祈っている時，突如，大地震が発生し，牢屋は土台ごと大きく揺らいですべての戸が聞き，
囚人の鎖もみな外れてしまった。驚いた看守が見たのは，開け放たれた牢屋の戸であった。囚
人の脱獄と早合点した看守の自害を制したのは，「自害してはいけない！みんなここにいる
ぞ！」というパウロの大きな叫び声だった。命拾いした看守は二人の前にひれ伏し，救われる
にはどうすべきか，と尋ねた。そこで， 二人は 「イエスを信じなさいJと言い，看守とその家
族に洗礼を授けたのであった。
夜が明けて，高官は二人の釈放を命じてよこした。それに対してパウロは自分たちがローマ
市民権を持つ歴とした市民であることを使いの下役に告げた。当然，高官の態度は一変した。
彼自身直々にやってきて二人を牢から釈放し，町を出ていくように二人に丁重に頼み込んだの
である。
フィ リピの港町がネアポリス。現在のカヴァラである。パウロ当時の面影を捜すわたしには
何とも殺風景な港だった。しかし，エグナテイ ア街道はここが起点だし， パウロたちはヨーロッ
パで最初の足跡をここに記したのである。 ネアポリス。 新しい町。イタリアにも同じ名前の町
がある。そっちの方がはるかに有名になってしまったけれど。しかし，そんな例はおそらく掃
いて捨てるほどあるのだ。 例えば，アメリカの東部にある著名な交響楽団を持つ町の名が，ヨ
ルダンの首都アンマンの古代名だ，といった具合である。フイラデルフィア＝ （兄弟愛〉。
われわれはエンジン・トラブルで予定時刻よりかなり遅れてカヴァラ空港を飛び立ち，深夜
アテネに着いた。最後に訪れたのは，コリントスとその港町ケンクレアである。
パウロがコリントスを訪れたのは後五十年はじめ， アテネ訪問の後である。当地で彼はポン
トス出身のユダヤ人アクィ ラとその妻プリスキラに出会っている。二人はクラウデイウス帝が
出したユダヤ人退去命令でローマからコリントスに逃れて来ていた。 職業が同じテン ト造り
だ、ったので， パウロは彼らの家に宿を借り仕事も一緒にした。
しかし，使徒言行録による限り，ここでもユダヤ人に対する宣教は効を奏さず，彼は異邦人
宣教に専念するようになったようである。ユダヤ人の激しい反抗をきっかけに宿もアクィ ラの
ところから会堂の隣にあったティテイウス ・ユスト ゥスの家に替えたが，そこでの活動は会堂
長ク リスプスはじめ多くの信徒を生むことになった。こうして，彼は一年六ヶ月の間コリント
スで宣教活動に励んだ。ある時，ユダヤ人の一団がパウロを不敬罪の廉で訴えようとした。し
かし，時のアカイア州の地方総督ガリオはそれをユダヤ教の内部問題として不問に付した。ロー
マは公認宗教のーっとしてユダヤ教を認可していたのである。
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デルフォイで、見つかった碑文から，このガリオは後五一一五二年にアカイア州地方総督の職
にあったことが確認されており，パウロのコリ ントス滞在の年代もそこから逆算されることに
なる。ちなみに，ガリオの兄弟にあの有名なセネカがおり， 二人とも最後は自殺を遂げたと言
われている。
コリ ントスの遺跡はアテネを訪れる観光客でも訪れる場所である。小さな博物館についての
み記しておこう。陶器，石像，テラコッタなどに見るべきものが多い博物館だ。テラコッタの
中には病気が治った者が奉納した身体の各部位を型どったものも数点展示してあった。 男性の
生殖器や女性の胸，足や耳などである。かつては別室に収蔵されていて一般展示はしていなかっ
た。小数ではあっても一般展示に移されたのは喜ばしい。現代でも，ルルドには多くの松葉杖
などが奉納されているし，閉じ様な品々は世界中至るところで見ることができるかもしれない。
どの宗教にも現世利益的側面はあるものである。
往時，コリントスはちょうどあのタルソスのように文化の一大中心地として栄えた。キュニ
コス学派のシノベのデイオゲネスもこの地にあったし，新ピュタゴラス学派のテュアナのアポ
ロニオス （彼については，フィロス トラトスが有名な『テュアナのアポロニオス伝』を書いて
いる）もやって来た。ス トア派のムソニウス・ルフスも一時期この地で古代の運河建設に携わっ
た，と言われている。後一七五年には大旅行家で『ギリシア案内記』を残したパウサニアスも
訪れている。
ギリシア時代には干名を越える神殿娼婦を抱え， 文化が燭熟したコリン トスは〈コリ ントス
風に暮らす〉 という有り難くないスラングさえ生んでしまった。それは性的に不道徳に，或い
は放縦に，自堕落に暮らす，というほどの意味であった。 例えばIコリン ト5・6章に述べら
れている くこの世の淫らな者〉とか「わたしにはすべてのことが許されている」というスロー
ガンの背後には明らかにコリントスのこのような異教的風俗がある，と見ていいだろう。〈不
道徳〉をすべて（異教〉 でくくるという姿勢は，残念ながらキリスト教が延々 と引きず、ってき
たものである。
V おわりに
パウロは （ロー マの平和〉が現実のものにした道路網にのって地中海世界一帯を広く旅行し
た。それは 〈福音）という小さな種を携えての旅であった。彼が幾多の迫害，自然的・ 人為的
苦難にもめげずに蒔き続けたそれらの種は，様々な好余曲折を経てではあるが二百数十年後に
はローマ帝国の国教として花聞いた。わたしの旅は彼が三度にわたって行なった旅の陸路の部
分を足早に，しかも文明の利器を用いて辿ったに過ぎない。彼我の時代環境の隔たりを強く感
じながら，彼をあのように非常に長く過酷な伝道旅行に駆り立てた原動力の在処を，旅という
追体験を通して，探ろうとしている自分にわれわれは気づく。このような旅を通して人は根源
的な問いの前に立たされ，そのような問いを問うことへと招じ入れられるのである。
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1 ）本学研究紀要，第29号(1993年）, 217-232頁。
2）彼らはいずれも存在の根拠を求めて思索した。それを哲学ではアルケーと呼ぶが，周知のよ うに
タレースはそれを〈水〉に求め，弟子のアナクシマンドロスは （無限定なもの〉に求めた。〈ソク
ラテス以前の哲学者）の思想は，デイールス＝クランツやカーク，レイヴンの功績によってわれわ
れに親しいものになった。わが国では，とりわけ慶川洋ーの『ソクラテス以前の哲学者j，講談社，
1987年によって飛躍的に身近なものになったと言っていい。 DielsI Krannz, Fragmente der Voγsok-
叩 tiker,3 Bde, Weidmann, Zurich ・ HildesheimもKirk,Raven & Schofield, The Presocratic Philo-
sophers, 2nd Ed., Cambridge Univ. Pressも既に底本としての地位を揺るぎないものにしている。
3）過越祭に続く一週間，パン種を入れずに焼いたパン（除酵パン）を食べるユダヤ教の祭り。 ニサ
ンの月の15-21日。太陽暦では三月末から四月初め頃。元来は， 農繁期に行なわれた農耕祭に由来
するようであるが，過越の祭り と一体化して，エジプト脱出の慌ただしさを記念する，という説明
が一般化した。これも民俗的な祭りが後に宗教的意味づけをされたものと言っていい。
4）荒井献・ 石田友雄（編集代表） 『旧約 ・新約 聖書大事典j，教文館， 1989年，1068-1069頁参照。
5）沓掛良彦『サγフォー 詩と生涯j，平凡社，1988年， 参照。
6) S・サフライ「デイアスポラの地とイスラエルの地との関係」 （S／サフライ， M・シュテルン編『総
説・ユダヤ人の歴史ーキリスト教成立時代のユダヤ的生活の諸相 上J（長窪専三，川島貞雄，土
戸 清，池田裕訳，新地書房， 1989年，191～222頁＝ The Je山shPeople in the First Century. Com-
pendia Rerum ludaicarum ad Novum Testamentum Section One. Vol. l, Van Gorcum I Fortress 
Press, 1974, pp. 184 -215），特に195～ 198貞参照。
7）イスタンブールについては，幸いなことに最近日本語で読めるものが増えつつある。とりあえず，
以下のものを参照。尚樹啓太郎『コンスタ ンテイノープルを歩くj，東海大学出版会，1988年。細
川直子 『ふだん着のイスタンブール案内J，晶文社，1991年。 陳 舜臣『世界の都市の物語 4 
イスタンブールj，文義春秋，1992年。鈴木薫（文）／大村次郷（写真）『図説 イスタンブル歴
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新藤悦子 fイスタンブールの目J，主婦の友社，1994年。 i益還幸子 ・池津夏樹 『イスタンブール歴
史散歩』，新潮社（とんぼの本）, 1994年。
8）使徒言行録17: 16-34参照。
9）偽デイ オニュシオスに関する参考文献等については， 筆者の前回の報告の注18参照。最近， 『天
上位階論』 と十通の手紙とが翻訳されて，現在訳し残されているのは 『教会位階論』のみとなった。
上智大学中世思想研究所（編訳 ・監修）『中世思想原典集成3後期ギリシア教父 ・ビザンテイン思
想J，平凡社， 1994年， 339-498頁参照。『天上位階論J,r神秘神学』＝今義博訳， 『書簡集』＝月
川和雄訳。なお，これまで f神秘神学Iについては大出 哲，宮本久雄，熊田陽一郎の各氏がそれ
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10）クラテル（「混ぜるJを表すケランニューミ （kerannyumi）を語源とする）は，葡萄酒を水で割
るのに用いられた大型の容器で，大きく広がった口部と二つの取っ手を持っている。多くは陶製だ
と言われるが，ここのものはブロンズ製で高さは91cmという大きさだ。
11）使徒言行録17:1-9参照。
12）同書16. 11～15参照。
13）同書16: 16～40参照。
14）同書18: 1～17参照。
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